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今 月 の トォフ

伊万里の元気を創る

　見せたゾ一輪魂！今年で 22 回目を
むかえた恒例の『一輪ピック』が５月
24 日、波多津小学校で開催されまし
た。『一輪車の運動会』と呼ぶにふさ
わしい、さまざまな技術が競われ、出
場した児童は日ごろの練習の成果を十
分に、楽しく披露していました【16
ページに関連記事を掲載しています】
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特
　
集

　

伊
西
地
区
高
校
球
児
の
熱
い
夏

　
第
90
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念

佐
賀
大
会
が
７
月
５
日
、
佐
賀
市
の
『
み

ど
り
の
森
県
営
球
場
』
で
開
幕
し
ま
す
。

　
　
　『
が
ば
い
旋
風
』

　
伊
西
地
区
で
は
、
平
成
18
年
の
『
春

の
セ
ン
バ
ツ
甲
子
園
』
第
78
回
選
抜
高

等
学
校
野
球
大
会
に
伊
万
里
商
業
高
校

が
初
め
て
出
場
し
、
甲
子
園
の
出
場
常

連
校
で
あ
る
強
打
の
智
弁
和
歌
山
相
手

に
善
戦
し
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
の
夏
、
全
49
代
表
の
う
ち
最
も

長
く
甲
子
園
の
夏
を
過
ご
し
、
優
勝
し

た
佐
賀
北
高
校
。
決
勝
の
大
一
番
で
は
、

ま
さ
か
の
逆
転
満
塁
本
塁
打
が
飛
び
出

す
な
ど
、
衝
撃
的
な
『
筋
書
き
の
な
い

ド
ラ
マ
』
が
日
本
中
を
虜

と
り
こ
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
甲
子
園
の
感
動
は
・
・

　
高
校
で
野
球
を
す
る
人
の
憧
れ
で
あ

る
甲
子
園
。
甲
子
園
の
野
球
が
世
代
を

超
え
、
多
く
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
る
理

由
は
、
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
の
う
ま
さ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
若
者
た

ち
の
無
心
に
白
球
を
追
い
か
け
る
真
剣

な
プ
レ
ー
や
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動
作
、

誠
実
な
態
度
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
友

情
や
絆

き
ず
な

な
ど
が
、
そ
れ
を
見
る
多
く
の

人
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
す
。

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
『
甲
子
園
へ
の
道
』

　
そ
れ
ら
は
決
し
て
、
１
日
に
し
て
成

る
も
の
で
は
な
く
、
毎
日
の
練
習
、
日

常
生
活
の
中
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の

で
す
。
選
手
た
ち
の
青
春
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
あ
り
ま
す
。

　
高
校
野
球
は
、
選
手
が
内
な
る
自
分

自
身
と
戦
い
、
自
分
の
根
幹
を
築
き
『
信

じ
ら
れ
る
自
分
』
に
な
る
た
め
の
挑
戦

の
場
で
あ
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
自
我
・
自
己
の
成
長
の
軌
跡
、
そ
れ

が
『
も
う
ひ
と
つ
の
甲
子
園
へ
の
道
』

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
高
校
球
児
に
エ
ー
ル
を
込
め
て

　
今
回
の
特
集
で
は
、
伊
西
地
区
５
校

（
伊
万
里
高
校
、
伊
万
里
商
業
高
校
、
伊

万
里
農
林
高
校
、
敬
徳
高
校
、
有
田
工

業
高
校
）
の
野
球
部
に
全
面
協
力
を
い

た
だ
き
、
目
前
に
迫
る
全
国
高
校
野
球

選
手
権
記
念
佐
賀
大
会
に
向
け
て
、
各

高
校
野
球
部
の
特
色
や
意
気
込
み
、
チ
ー

ム
の
キ
ー
マ
ン
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
高
校
野
球
部
の
３
年
生
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
高
校
球
児

の
野
球
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
語
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
紹
介
し
ま
す
。

　
〜 

甲
子
園
へ
の
道 

〜

第 90 回 全国高校野球選手権記念佐賀大会 始まる !
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　　　特　集　伊西地区高校球児の熱い夏 〜甲子園の道〜

伊
万
里
高
校

　
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
？

　
恩
師
・
岡
本
和
宏
氏
か
ら
の
教
え

で
あ
る
『
野
球
即
人
生
』

■ 前川 博　監督

　
予
選
へ
向
け
て
の
課
題
と
抱
負
を
！

　
現
在
、
実
力
は
県
内
で
は
真
ん
中
よ
り
下

の
レ
ベ
ル
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
主
大

会
で
は
惜
し
く
も
１
点
差
で
負
け
て
い
る
た

め
、
投
手
力
・
守
備
力
の
最
終
調
整
と
ナ
イ

ン
の
精
神
面
を
鍛
え
て
、
県
大
会
予
選
に
臨

み
た
い
。
市
民
の
み
な
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

力武 晋一郎
（３年・国見中）

松尾 倖太郎
（３年・西有田中）

攻守
 キャプテンから

 『ひとこと』

●チームの特色は？
　まとまりがよく、次につなぐ
　野球をめざしています。
●予選へ向けての意気込みを！
　ひとつでも多く勝ち、長い夏
　にしたいと思っています。市
　民のみなさん応援よろしくお
　願いします。

監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

下野 聖明
（３年・啓成中）

　
攻
守
の
主
軸
は
？

池田健人
（３年・啓成中）

伊
万
里
商
業
高
校

　
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
？

　『
向
上
心
を
持
ち
、
日
々
、
成
長
』 ■ 秀坂 常紀 監督

　
予
選
へ
向
け
て
の
課
題
と
抱
負
を
！

　
２
番
手
・
３
番
手
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
整
備

が
課
題
。
守
備
の
強
化
に
重
点
を
置
き
な
が

ら
最
終
調
整
す
る
。
甲
子
園
に
向
け
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
、
道
を
切
り
開
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
熱
い
声
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

下平 裕次郎
（３年・伊万里中）

杉山 雄亮
（３年・青嶺中）

攻守 キャプテンから 

『ひとこと』

●チームの特色は？
　爆発力はないが、下平を中心に守りが固
　く、打線も勝負強く、粘り強いチームです。
●予選へ向けての意気込みを！
　強い気持ちをもってチーム一丸・全力プ
　レーで頑張ります。目標は甲子園！市民
　のみなさんご声援よろしくお願いします。

監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

金武 慶友
（３年・西有田中）

  

攻
守
の
主
軸
は
？

梶山 裕生
（３年・国見中）

　３塁コーチャ
ーとして、みん
な が ベ ス ト プ
レーができるよ
うに全力でフォ
ローしていきた
い。

　１番バッター
としての役割を
きちんと果たし
て、チームに貢
献したい。

俺たちの
ムードメーカー

俺たちの
ムードメーカー
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敬

徳

高

校

　
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
？

　『
執
念
・
初
心
・
感
謝
』

■ 楢原 洋一郎 監督

　
予
選
へ
向
け
て
の
課
題
と
抱
負
を
！

　
技
術
よ
り
メ
ン
タ
ル
面
を
鍛
え
、
い
ま
ま
で

や
っ
て
き
た
こ
と
を
試
合
で
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
に
仕
上
げ
て
い
き
た
い
。
勝
ち
負
け
は
、

後
か
ら
つ
い
て
く
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
力
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

井上 翔梧
（３年・西唐津中）

長崎 秀将
（３年・御厨中）

攻守
 キャプテンから

 『ひとこと』

●チームの特色は？
　 部員みんな仲が良く、勢いのあるチー

ム。Ｆ（ファイト、フェアプレー）
Ａ（オール・みんなで）　Ｓ（スマイル）
野球が合い言葉。

●予選へ向けての意気込みを！
　チーム一丸となって、ＦＡＳ野球を
　展開し、初戦突破をめざします。市
　民のみなさん応援よろしくお願いし
　ます。

監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

浦川 洋助
（３年・山内中）

　
攻
守
の
主
軸
は
？

梶原 将太
（３年・青嶺中）

伊
万
里
農
林
高
校

　
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
？

　『
チ
ー
ム
一
丸
！
甲
子
園
！
』

■ 大坪 慎一 監督

　
予
選
へ
向
け
て
の
課
題
と
抱
負
を
！

　
こ
れ
ま
で
優
勝
が
な
か
っ
た
こ
と
で
焦
り

が
あ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
の
優
勝
は
、
選
手

た
ち
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
自

信
が
過
信
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
野
球
以
外

の
こ
と
も
し
っ
か
り
指
導
し
、
気
を
引
き
締

め
て
全
力
で
臨
み
た
い
。
市
民
の
み
な
さ
ん

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐藤 祐麻
（３年・西有田中）

中井 裕武
（３年・東陵中）

攻守
 キャプテンから

 『ひとこと』

●チームの特色は？
　攻守にバランスのとれたいいチ

チームです。
●予選へ向けての意気込みを！
　１戦１戦勝っていき、『勇気』と
　『感動』を市民のみなさんに与え
　られるよう全力で頑張りますの
　でご声援よろしくお願いします。

監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

井手 揚俊
（３年・東陵中）

　
攻
守
の
主
軸
は
？

中井 健人
（３年・東陵中）

　きついとき、
苦しいときはみ
んな同じ。『元気
リーダー』とし
てチームを盛り
上げていきたい
と思います。

　人の倍、声・
元気を出して、
ゲームキャプテ
ンとして、チー
ムを盛り上げた
いと思います。

俺たちの
ムードメーカー

俺たちの
ムードメーカー
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第 90 回夏の全国高校
野球大会の審判員
中尾 耕二さん
派遣決定！

　　　特　集　伊西地区高校球児の熱い夏 〜甲子園の道〜

有
田
工
業
高
校

　
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
？

　『
甲
子
園
の
道
　
激
し
く
　
明
る
く

　
根
気
よ
く
』

■井手 良法 監督

　
予
選
へ
向
け
て
の
課
題
と
抱
負
を
！

　
　
主
力
に
ケ
ガ
人
も
い
な
い
の
で
徹
底
し

た
守
備
力
の
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
、
ま
た

バ
ッ
テ
リ
ー
間
の
連
携
を
行
う
。
と
に
か
く

レ
ギ
ュ
ラ
ー
、
ベ
ン
チ
、
ス
タ
ン
ド
と
一
丸

と
な
っ
て
、
初
戦
突
破
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
。
市
民
の
み
な
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

重村 博和
（３年・有田中）

本村 香樹 
（２年・武雄中）

攻守 キャプテンから

 『ひとこと』

●チームの特色は？
　チーム内は、活気があふれており、
　行動も素早くできています。全員野
　球を目標としています。
●予選へ向けての意気込みを！
　守備からいいリズムを作って攻撃に
　つなげていきたい。まずは１勝に向
　けて全力でいきますので、市民のみ
　なさん応援よろしくお願いします。

監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

河北 剛志
（３年・山内中）

　
攻
守
の
主
軸
は
？

伊
万
里
農
林
高
校
が
初
優
勝
！

夏
の
全
国
選
手
権
県
大
会
の
シ
ー
ド
権
獲
得
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
55
回
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
県
高
校
野
球
大
会

　
第
55
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
県
高
校
野
球

大
会
が
５
月
30
日
か
ら
６
月
３
日

ま
で
佐
賀
市
の
『
み
ど
り
の
森
県

営
球
場
』
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
決
勝
に
進
ん
だ
伊
万
里

農
林
高
校
は
、
集
中
打
と
粘
り
強

い
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
鳥
栖
高
校
を
破

り
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
と
秋
季
、
春
季
大
会
の

総
合
成
績
で
決
ま
る
夏
の
全
国
選

手
権
県
大
会
の
シ
ー
ド
権
を
伊
万

里
農
林
高
校
が
鳥
栖
商
業
高
校
な

ど
と
と
も
に
獲
得
し
ま
し
た
。

Pick 
 Up
 News

　第 90 回全国高校野球選手権大会派遣審判員
として、中尾耕二さん（所属：佐賀県公式野
球審判協会　伊万里支部）が派遣されること
になりました。（伊万里支部からの派遣は 18
年ぶり。）中尾さんは審判歴 14 年。「自分が審
判員で甲子園にいけるとは思っていなかった。
選手、スタンド、みんなが納得するジャッジ
をめざしたい。伊西地区の高校と一緒に、甲
子園の開会式のグラウンドに立つことができ
れば最高です。」と意気込みを語りました。

　
大
川
町

　
中
尾 

耕
二

S
B
O

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

伊農林 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ４

鳥　栖 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２

杉原 弦樹
（３年・山内中）

さ
　ん

　３塁コーチャー
では、チームの
た め 自 分 が で
き る こ と を せ
いいっぱいやり
たい。監督！ち
なみにバッティ
ングは絶好調で
す！

俺たちの
ムードメーカー
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●人生一度だけの貴重な体験です（池ノ上健太）●みんなで
努力することの大切さ（下野聖明）●全て！（原田康平）●
彼女です！（松尾倖太郎）●野球即人生（江口裕典）●野球
即人生（田中雄太）●青春そのもの（堀田祥平）●高校生活
のすべて（本山陽平）●自分を成長させてくれたもの（西原
圭亮）●身体の運動能力の向上とともに健全な精神を養い、
多人数でプレーすることで、チームメイト、さらに監督と絆
を深める人間形成のスポーツであると思う（杉本泰士）●今
までずっと自分の中心にあったもので、人として大切なこと、

仲間の大切さを教えてくれた（犬塚翔大）●生活そのもの！野球は日々の生活につながることを、いろいろ教えてくれた。
そして生活の中での努力が野球にもつながっていることを学んだ（畑石和慶）●ＯＮＥ ＦＯＲ ＡＬＬ、ＡＬＬ ＦＯＲ ＯＮＥ
の精神と感謝の心を学んだ（力武晋一郎）●心身ともに成長させてくれたもの（前田幸大）●仲間の大切さ（池田健人）

●野球をとおして、日常生活や学校生活で学べないものを学べ
た（原 龍祐）●つらい事をやり遂げたときの達成感や仲間と
喜びを分かち合えることができた（草野淳二）●集団で行動
する上での助け合いの大切さを学べた（峯 勇也）●あいさつ、

礼儀、マナー、そして団体行動の厳しさを学びました（福
田 学）●高校野球とは、身心ともに自分を鍛えるも

のであり、つらいときこそ、がんばるという精神
と仲間の大切さを学びました（河北剛志）●つ

らい事を乗り越えた後には、よいことがある
ということを学んだ（浦川智樹）●キャプテ
ンとしての責任感と仲間を信じる絆（杉原弦樹）●あいさつや礼儀、そしてチームでひとつになり、取
り組むこと（渡辺大策）●あいさつや礼儀、団体行動の大切さを学びました（重村博和）●人間として
大きく成長させてくれたものであり、仲間との絆を確認させてくれたもの（下平 駿）

●人生において、自分を大きく成長させてくれるものだと思います。忍耐力や礼儀など、これから社会
に出ていくうえで、大切なことを野球を通して学ぶことができました（坊所祐汰）●心・技・体ではなく、心・

体・技。ノートを書くことの大切さ（入山大地）●技術も学んだが一番は人間性を学んだ。心技体とあるが、
その一つひとつが成長したと思うし、『心』が一番強くなった。生活は野球だ！野球は生活です！全部つな

がっているんだとわかりました。一番自分が成長できるものが高校野球（梶原将太）●自分を大きな器にさせ
てくれました（百田太樹）●自分にとっての高校野球は今しかできないことであり、高校生活の中での最高の時間。

強い精神が大事だということを学んだ（松尾昌哉）●青春のスポーツであり、野球を通して家族への感謝の気持ちの
大切さや礼儀を学びました。『成せば成る』（松永 拓）●野球を通して、人間的に大きく成長できました。また仲間との信
頼や絆を大きく深められた（浦 将之）●今まで自分が野球をやってきたものの集大成であり、野球を通してあいさつ、返
事、掃除など人間として基本的なマナーを学び社会に出ても通じる人になれたと思う（峯 正也）●一番楽しく、燃えられ
るものでり、社会に出るうえで大切なあいさつ、返事、掃除など学んだ（長﨑秀将）●神様的存在。野球を始めたことによっ
て友だちも増えて、自分のことを真剣に考えてくれる恩師などとの出会いもありました。でも、小・中学校の野球とは違っ
て高校野球は、試合をしていく中で、本当に野球の神様はいるんじゃないかと思うぐらい日ごろの生活や態度が悪いと良
いプレーができない。そういった毎日、野球をしていくうえで、喜びや挫折を与えてくれる高校野球は、自分にとって『神
様』です（井上翔梧）●人生を変えてくれたもの。高校野球で、上下関係や友情の大切さなど学んだ。嬉しい思いや苦し

い思い、つらい思いを経験し、少し強くな
れたと思う（浦川洋助）●自分を１番熱く
させて、努力したぶん、自分を成長させて
くれる最高のスポーツです（松尾栄策）●
辛抱強さ、集中力、勝負強さ、生きがい、
上下関係を学ばさせてくれもの（中嶋康平）
●社会に通用する人間性を学ぶスポーツだ
と思う。上下関係を学べたり、思いやりの
ある人間になれたり、３年間続けることに
よって辛抱できる人間になれたと思います

（川口恭平）
敬 徳 高 校 野 球 部

伊 万 里 高 校 野 球 部

有田工業高校野球部
あ
な
た
に
と
っ
て

高
校
野
球
と
は
・
・



7 2008.7

●自分を一番成長させてくれたり、自分が一番輝ける
時間（杉山雄亮）●心が１つになれる最高の場（岸田
広大）●いろんなことを学ぶことができる、今の自分
にとって必要不可欠なもの（梶山裕生）●自分が強く
なれる場所。（田村卓也）●自分の野球人生の集大成。
自分が一番輝く場所（川久保慎二）●たくさんの失敗
とたくさんの喜び（前田智彦）●青春（金武慶友）●
絆（大串光毅）●技術と精神力を鍛えてもらった場所
であり、仲間の大切さを教えてくれた所（谷 賢祐）●
自分が大きく成長できた場所（久保田一至）●最高の
パフォーマンスをだして、甲子園という大舞台に立つ
こと、仲間の大切さ（下平裕次郎）●仲間を信じ、そしてチーム全員が信頼しあうこと！（高橋 輝）●自分の成長の大き
な糧（辻庄太朗）●ひとつの目標に向かって突き進むもの（前田勇健）●自分のいろんな部分を成長させてくれるもの。
仲間の大切さをとても強く学べた（井手慎也）●チームワークの大切さ（岩永大輔）●自分が一番輝ける場所（志水克毅）
●あいさつに始まり、あいさつに終わるという礼儀が学べたもの（前田翔平）

　 

高
校
球
児
へ
エ
ー
ル
！

　『
甲
子
園
』
な
ん
と
魅
力
的
な
言

葉
だ
ろ
う
か
。
厳
し
い
鍛
錬
を
積

ん
で
き
た
各
校
選
手
た
ち
が
憧
れ

の
甲
子
園
を
め
ざ
す
。
夏
の
全
国

高
等
学
校
野
球
選
手
権
記
念
県
大

会
が
開
幕
す
る
。
２
０
０
６
年
セ

ン
バ
ツ
初
出
場
し
た
伊
万
里
商
業

に
続
き
、
伊
万
里
地
区
か
ら
再
び
、

そ
し
て
初
の
夏
の
甲
子
園
め
ざ
し

て
熱
闘
が
始
ま
る
。

　

主
審
の
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
宣
言
、

エ
ー
ス
の
力
投
、
耳
に
響
く
打
球

音
、
泥
に
ま
み
れ
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
、
応
援
団
の
大
声
援
・
・
・

　

試
合
終
了
の
瞬
間
、
日
焼
け
し

た
顔
に
光
る
も
の
は
汗
と
涙
の

区
別
が
つ
か
な
い
。
ア
メ
リ
カ

で
は
野
球
少
年
の
こ
と
をB

o
y
s 

o
f S

u
m

m
er

と
呼
ぶ
が
、
高
校

野
球
は
夏
の
太
陽
の
下
で
、
そ
の

プ
レ
ー
が
よ
く
似
合
う
。
41
年
前

に
伊
高
野
球
部
主
将
で
あ
っ
た
私

も
、
は
る
か
時
を
経
た
後
輩
た
ち

の
一
途
な
プ
レ
ー
に
２
０
０
８
年

こ
の
夏
ま
た
胸
を
熱
く
す
る
。

　

が
ん
ば
れ
、
伊
西
地
区
高
校
球

児
た
ち
！
悔
い
を
残
さ
ぬ
精
一
杯

の
プ
レ
ー
を
期
待
し
て
い
る
。
　

伊万里高校野球部
昭和 42 年度主将

前 田 和 人
（伊万里市副市長）

伊万里商業高校野球部

●勝負の世界での１点の重み。人に対し
ての感謝の気持ち。ポジティブシンキ
ング。集中力。野球をさせていた
だいたことへの感謝の気持ち。
常に心を鍛える場。野球
にはハートの強さが必要

（福田翔大）●大嫌い
で大好きなスポーツ。
感謝の気持ちを学ん
だ（田中克弥）●人
生の宝物。あいさつ・
礼儀などの人間性を

学んだ（山口弘幸）●やりがいのあるスポーツ。社会人になるための基礎を学んだ（吉永元樹）●練習・
努力の大切さ。試合に勝つことの難しさ。そして勝った時の喜び、感動（井手浩樹）●野球というスポー
ツは一人じゃできない。ＯＮＥ ＦＯＲ ＡＬＬ、ＡＬＬ ＦＯＲ ＯＮＥ（井手揚俊）●好きな野球をで
きるということ。人間として成長できる場（中井裕武）●たった２年半という短い期間だけど技術面で
はもちろん、挨拶や礼儀など人間的に大きく成長させてくれるスポーツだと思う（中井健人）●自分の中で、
なくてはならないものだし人生そのもの。野球だけではなく、礼儀、あいさつ、マナーなど学べた。市民の
みなさん、いつも応援していただきありがとうございます（吉田雄一）●最高の仲間と、楽しい時も苦しい時も
一緒に過ごせる最高の時間です（平松健吾）●人として成長できるもの（平山晃大）●一生に一度しかできないもの
であり、チームでの助け合いを学んだ（福田剛大）●夢中になれるもの。我慢することを学んだ（山口竜馬）●感謝する
ことの大切さを学んだ。野球は１人ではできない。また小学校から高校まで、野球を続けさせてくれた母親、監督、応援
してくださる市民の皆さん、１つでも欠けたら野球はできないと思う。今、野球ができる環境を当たり前と思わず、感謝
することを忘れないようにしたい（松尾 宗）●勝つためには、野球だけじゃなく学校での生活態度も大事であることを学
んだ（松尾幸吉）●しんどくても厳しくても、楽しめるものだということを学んだ（佐藤祐麻）●チーム全員が心をひと
つにしないと勝てないスポーツ（山本竜二）●甲子園の憧れ（金子和人）●忘れられない夏にしてくれるもの。１球１球
の大事さを学んだ（深川駿也）●一生に一度しかやることのできない最高のスポーツ（林 裕大）

伊万里農林高校野球部

あ
な
た
に
と
っ
て

高
校
野
球
と
は
・
・

　　　特　集　伊西地区高校球児の熱い夏 〜甲子園の道〜
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　『
伊
万
里
市
マ
イ
タ
ウ
ン
定
住
促
進
条
例
』

に
基
づ
く
定
住
奨
励
金
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
定
住
奨
励
金
の
交
付
対
象
に
該
当
す

る
人
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
奨
励
金
の
交
付
対
象
者

　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
住
宅
を
取
得
し
、
本
市

に
転
入
し
た
人
で
、
以
下
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
人

①
本
市
に
、
住
宅
（
土
地
お
よ
び
家
屋
）
を

取
得
し
転
入
し
た
人

②
転
入
前
に
３
年
以
上
本
市
を
離
れ
て
い
た
人

③
転
入
の
日
か
ら
５
年
以
上
継
続
し
て
本
市

に
居
住
す
る
意
志
が
あ
る
人

④
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

⑤
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
65
歳

未
満
の
人

●
奨
励
金
の
対
象
区
域
お
よ
び
対
象
住
宅

　
本
市
内
で
居
住
の
た
め
に
使
用
す
る
家
屋

ま
た
は
マ
ン
シ
ョ
ン

※
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居
住
の
た
め
に

使
用
す
る
部
分
に
限
り
ま
す

●
奨
励
金
の
額

①
固
定
資
産
税
課
税
額
の
３
年
分
（
固
定
資

産
税
が
減
額
さ
れ
る
場
合
は
減
額
後
の
額
）

②
未
就
学
児
（
小
学
校
就
学
前
の
乳
児
ま
た

は
幼
児
）　
１
人
に
つ
き
10
万
円

③
義
務
教
育
就
学
者
（
小
学
校
児
童
ま
た
は

中
学
校
生
徒
）　
１
人
に
つ
き
５
万
円

④
陶
芸
窯
設
置
者
　
陶
芸
窯
購
入
費
用
の
２

分
の
１
の
額
（
た
だ
し
10
万
円
を
限
度
）

　
右
記
①
～
④
の
合
計
額
を
一
括
し
て
奨
励

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
奨
励

金
の
交
付
金
額
は
１
世
帯
に
つ
き
、
50
万

円
を
限
度
と
し
、
１
回
限
り
交
付
し
ま
す

※
②
③
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
４

月
１
日
現
在
を
基
準
日
と
し
ま
す

●
奨
励
金
の
申
請
時
期

　
平
成
20
年
７
月
１
日～

平
成
20
年
10
月
31
日

●
奨
励
金
の
申
請
書
類

　『
伊
万
里
市
マ
イ
タ
ウ
ン
定
住
奨
励
金
交

付
申
請
書
』
の
ほ
か
、
前
住
所
地
に
お
け

る
税
の
証
明
な
ど
条
例
・
規
則
で
定
め
る

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
の
際
は

左
記
に
問
合
せ
の
う
え
ご
確
認
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先
　
企
画
政
策
課

（
　
☎
㉓
２
１
２
４
）

■
伊
万
里
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
（
案
）

　
暴
力
団
員
に
よ
る
殺
人
事
件
や
傷
害
事
件

な
ど
が
全
国
的
に
相
次
ぐ
中
で
、
昨
年
４
月
、

東
京
都
町
田
市
の
公
営
住
宅
に
お
い
て
立
て

こ
も
り
発
砲
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
を

背
景
に
、
国
土
交
通
省
か
ら
『
公
営
住
宅
に

お
け
る
暴
力
団
排
除
の
基
本
方
針
』
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
に
お
い
て
も
、
同
省
か
ら

示
さ
れ
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
佐
賀
県
を

は
じ
め
各
市
町
で
も
公
営
住
宅
関
係
条
例
が

改
正
さ
れ
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
伊
万
里
市
に
お
い
て
も
、
市
営

住
宅
入
居
者
お
よ
び
周
辺
住
民
の
生
活
の
安

◆公表する案および資料
　伊万里市営住宅条例の一部改正（案）
◆意見募集期間
　平成 20 年７月１日〜７月 31 日
◆案の公表先・入手先
①建設課（２階）または情報広報課市民

サービス係（１階）
②各町公民館または市民図書館
③市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp
◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体）を

明記のうえ次のいずれかの方法により
提出してください。

①電子メール　
　kensetsu@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501
　伊万里市立花町 1355-1
　伊万里市役所　建設課　あて
③直接提出　案の公表先①または②へ提

出してください。
④ファックス　０９５５㉒４５６２
◆問合先　建設課（　☎㉓２４２６）

全
と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
暴
力
団
員
の

排
除
を
目
的
と
し
て
市
営
住
宅
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
公
表
す
る
こ
の
案
に
つ
い
て
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、『
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
』

を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

伊
万
里
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
（
案
）
に
対
す
る

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

パブリックコメント案内

交
付
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

マイタウン定住奨励金

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索



■ 

申
込
・
問
合
先

　
〒
８
４
８
　
８
５
０
１
　

　
伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
　
１

　
伊
万
里
市
役
所
　
財
政
課

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
担
当
あ
て

　
☎
㉓
２
１
１
２
　
㉒
７
２
１
３

　E
-m

a
il

　z
a

is
e
i@

c
ity

.

im
ari.lg.jp
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伊
万
里
市
で
は
、『
住
み
た
い
ま
ち
伊
万
里
・
行
き
た
い
ま
ち
伊
万

里
』
を
め
ざ
し
て
、元
気
な
伊
万
里
市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

伊
万
里
市
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
ご
支
援
を
い
た
だ
く
た

め
、『
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
』
を
設
け
ま
し
た
。
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
外
の
ご
親
戚
や
知
人
へ

の
Ｐ
Ｒ
（
周
知
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふるさと伊万里を応援する

寄附制度にご協力ください

寄
附
者
の
意
向
に
沿
う
『
ま
ち
づ
く
り
』
に
活
用
し
ま
す

■ 

事
業
の
目
的

　
伊
万
里
市
へ
の
共
感
や
、
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
を
抱
く
市
出
身
者

な
ど
全
国
の
伊
万
里
フ
ァ
ン
か
ら

の
寄
附
金
を
財
源
に
、
寄
附
者
の

『
伊
万
里
市
の
ま
ち
づ
く
り
』
に
対

す
る
意
向
を
具
体
化
し
、
個
性
豊

か
な
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

■ 

寄
附
金
の
使
い
方

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附

金
は
『
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
』
に

積
み
立
て
、
左
記
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
寄
附
者
が
使
い
道
を
指
定
さ
れ

　
な
い
場
合
は
、
市
長
が
寄
附
者

　
に
代
わ
っ
て
い
ず
れ
か
の
事
業

　
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

■ 

寄
附
の
方
法

①
寄
附
金
の
額

　
１
口
５
０
０
０
円
と
し
て
何
口

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
５
０
０
０
円
以
下
の
金
額
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

②
寄
附
の
手
続
き

　『
寄
附
申
込
書
』
に
寄
附
金
の
使

い
道
な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　『
寄
附
申
込
書
』
は
、
電
話
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で

財
政
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
け
れ
ば
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
後
に
市

■ 

税
制
上
の
優
遇
措
置

　
伊
万
里
市
へ
の
寄
附
は
『
ふ
る

さ
と
納
税
』
と
し
て
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
個
人
の
場
合
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
一
定
額
が
税
額

控
除
さ
れ
、
企
業
の
場
合
は
全
額

が
損
金
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
税
の
軽
減
額
は
、
個
人
住
民
税

所
得
割
額
の
お
お
む
ね
１
割
が
限

度
で
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
署
ま

た
は
市
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
例
）
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
、
年

か
ら
『
振
込
用
紙
』
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
指
定
の
口
座
に
お
振

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
寄
附
金
納
付
後
の
手
続
き

　
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
、

伊
万
里
市
長
名
で
領
収
書
（
受
納

書
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
領

収
書
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受

け
る
た
め
の
確
定
申
告
の
際
に
必

要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
住
所

地
な
ど
所
轄
の
税
務
署
ま
た
は
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
税
務
担

当
課
で
期
限
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
期
間
に
つ
い
て
は
お
近
く
の

税
務
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
適
用
さ
れ
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

歴史、文化を活かした
ふるさとづくり

『古伊万里の積出港・伊万
里津』再現事業、がんばれ
伊万里の祭り応援事業など

市民によるまちおこし	
地域の元気推進事業、21
世紀市民ゆめづくり計画支
援事業など

自然環境の保全
ツル越冬事業、カブトガニ
展示観察事業など

市外の親戚・友人に PR をお願いします！市内の人も大歓迎

陶器商家資料館

伊万里青梅サイダー

ツルの越冬（長浜干拓）

収
約
700
万
円
の
家
庭
の
場
合
、

３
万
５
０
０
０
円
を
寄
附
す
る

と
、
所
得
税
３
０
０
０
円
、
住
民

税
２
万
７
０
０
０
円
、
合
計
３
万

円
が
税
額
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

FAX
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税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率

の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の

影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率
の
変

更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影
響

の
み
を
受
け
る
人
に
つ
い
て
は
、

既
に
納
付
済
み
の
平
成
19
年
度
分

の
住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に

よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当

額
を
還
付
し
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。
平
成
19
年
度
分

住
民
税
を
課
税
し
た
平
成
19
年
１

月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村

へ
『
減
額
申
告
書
』
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
に

は
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
19
年
中
に
転
入
・
転
出

し
た
人
は
、
該
当
す
る
か
ど
う
か

把
握
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
平
成
19

年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市

町
村
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

　
市
民
病
院
小
児
科
は
、
医
師
の

確
保
が
で
き
ず
休
診
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
９
月
に
小
児
科
医
師

が
着
任
す
る
予
定
と
な
り
、
診
療

を
再
開
し
ま
す
。

　
小
児
科
医
師
１
人
で
は
時
間
外

や
夜
間
の
診
療
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
が
、
小
児
患
者
の
入
院
治
療

が
で
き
る
市
内
唯
一
の
病
院
と
し

て
、
開
業
医
と
連
携
し
て
役
割
分

担
し
な
が
ら
、
小
児
医
療
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
病
院
で
は
、
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
外
来
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
医
師
数
で
救

急
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
診
療
体

制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
医
師

の
負
担
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
８
月
か
ら
土
曜

日
の
外
来
診
療
は
救
急
患
者
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
土
曜
日
の
外
来
診
療
は

救
急
患
者
の
み
と
な
り
ま
す

９
月
１
日
か
ら
小
児
科
診
療
を
再
開
し
ま
す

平成 19年に所得が減って所得税が課税されなくなった人へ

住
民
税
を

還
付
し
ま
す

申告期間：平成 20年７月１日（火）〜７月 31日（木）

平成18年(度) 平成19年(度)
所得税 220,000 122,500
住民税 130,000 227,500
合　計 350,000 350,000

平成19 年 (度) 収入なし 差　額
税源移譲前の税率を適用 税源移譲後の税率を適用

所得税 0 0 0
住民税 130,000 227,500 97,500
合　計 130,000 227,500 97,500

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています

平成 19 年の収入が
減少した場合

　所得変動のモデルケース ●夫婦：給与収入 500 万円の場合●

還付されます！

（単位：円）

平成18年分

所得税

平成19年分

所得税
所得税

平成19年分

平成18年度

住民税

住民税

住民税

住民税

住民税

税源移譲で
増額となった

税源移譲で
増額となった

（非課税）

税源移譲前
と同じ税率の

税源移譲前
と同じ税率の

所得変動が
ない場合

所得変動が
ある場合

税源移譲前
平成18年（度）

税源移譲後
平成19年（度）

▼ ▼

市

お

知

ら

せ

民

病

院

か

ら

の

申 告が

必要です！

（
　
☎
㉓
４
１
２
１
）

還	

付

申
告
に
よ
り
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地
方
税
法
で
は
「
督
促
状
を
発

し
た
日
か
ら
10
日
を
過
ぎ
て
も
市

税
を
完
納
し
な
い
と
き
は
滞
納
者

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
納
税
義
務
を
果
た

さ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
こ
の
法

律
に
基
づ
き
差
押
え
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
関
係
機
関
や
会
社
な

ど
を
通
じ
て
滞
納
者
の
給
料
や
預

貯
金
な
ど
の
財
産
を
調
査
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
調
査
で
財
産
が
発

見
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
滞

納
者
の
家
を
捜
索
し
て
装
飾
品
、

衣
服
、
家
具
、
電
化
製
品
な
ど
の

動
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
に
は
、
滞
納
者

299
人
の
差
押
え
を
執
行
し
、
約

１
７
５
０
万
円
（
延
滞
金
の
額
を

除
く
）
を
滞
納
市
税
な
ど
に
充
て

ま
し
た
。
平
成
19
年
度
中
の
差
押

え
の
概
要
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
市
税
の
ほ
か
、

下
水
道
使
用
料
や
保
育
料
、
介
護

保
険
料
も
含
め
て
差
押
え
を
徹
底

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　今年４月から公共下水道使用料
について、支払う能力があるにも

かかわらず支払わない悪質と判断

される滞納者に対し、財産の差押

えを開始しました。

　これは、地方自治法第 231 条

の３に基づき、地方税の滞納処分

の例により行うものです。

　悪質と認められる場合、税務課

と共同で調査を行い、財産がある

ことが判明すれば差押えを行うこ

とになります。

■問合先　
　下水道課（　 ☎㉓２３９５）

滞
納
者
の
差
押
え
を
強
化
し
て
い
ま
す

差
押
え
財
産
を
公
売
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
に
代
え
て

資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す

公共下水道使用料も
差押えを始めました

■
問
合
先
　
税
務
課
徴
税
対
策
室

（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

区　分 差押件数
不動産 １２件
自動車 １件
動　産 ２１件
給　料 ８件
年　金 ４件
預貯金 １１２件
保険金 ８４件
その他 ５７件

計 ２９９件

平成19年度差押状況

　
国
保
税
を
１
年
以
上
滞
納
す
る

と
保
険
証
に
代
え
て
資
格
証
明
書

を
交
付
す
る
こ
と
が
国
民
健
康
保

険
法
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
市
で

も
こ
の
法
律
に
基
づ
き
資
格
証
明

書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
資
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

と
、
病
院
の
治
療
費
や
薬
局
の
薬

代
を
一
旦
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
税
を
半
年
以
上
滞

納
す
る
と
一
般
被
保
険
者
証
（
１

年
の
有
効
期
間
）
に
代
え
て
短
期

被
保
険
者
証
（
１
か
月
か
ら
６
か

月
の
有
効
期
間
）
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
の
う
ち
、

動
産
、
自
動
車
、
不
動
産
に
つ
い

て
は
、
換
金
す
る
た
め
公
売
に
付

し
て
売
却
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
に
、
一
般
公
売
会

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
で
は
、
一
般
公
売

会
を
１
回
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
を
５
回
実
施
し
、
滞
納
者
23
名

の
動
産
334
点
を
公
売
に
付
し
、
281

点
を
売
却
し
ま
し
た
。
今
年
度
も

１
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

を
６
月
に
実
施
し
、
２
回
目
を
７

月
に
実
施
し
ま
す
。

　
２
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
７

月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
に
参
加
申

込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
税
務
課

徴
税
対
策
室
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
公
売
会
の
ほ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
も

滞納は、
許さない。

19 年度は 299 人の差押え  市税のほか保育料なども徹底します

昨年度実施した一般公売会の模様

公売参加申込み
７月10日〜 24日

自
動
車
の
差
押
え
に
は
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
ま
す
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保険料

段　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

対象者

第２段階で上記に該当しない人

第１段階から変わった人

第２段階から変わった人

第３段階から変わった人

第１段階から変わった人

第２段階から変わった人

第３段階から変わった人

第４段階から変わった人

保険料／年額 

改定保険料　平成18年度　平成19年度　平成20年度

29,400円29,400円

29,400円

44,100円

58,800円

73,500円

88,200円

38,808円
38,808円
48,804円

44,100円

44,100円

53,508円

63,504円

44,100円

58,800円

48,804円
48,804円
53,508円

73,500円

58,800円

58,800円

63,504円

68,208円
88,200円

本人および世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年
金の受給者、生活保護の受給者

本人および世
帯全員が市民
税非課税

本人が市民税
非課税（世帯内
に市民税課税
者がいる場合)

本人が市民税
課税で前年の
合計所得金額
が200万円未
満の人

本人が市民税課税で合計所得金額が200万円以上の人

平成20年度も激変緩和措置を継続
65歳以上の人の介護保険料

　昭和15年1月1日までに生まれた人で、平成17年度の地方税法の改正により、市民税が非課税
から課税に変わった人は、下表のとおり保険料が平成19年度の額のまま据え置かれます。

 

■ 保険料の減免制度

保険料段階が第３段階で、次の要件をすべて満たしていると認められ
る人については、保険料が第２段階の額に減免されます
●本人および世帯員の前年度の収入金額の合計額が80万円（世帯員１人につき40万円を加算）以下
●預貯金および有価証券の合計額が120万円以下
●市民税が課税されている人と同一生計ではなく、扶養されていないこと
●資産（不動産など）を活用してもなお生活が困窮していること
※保険料の減免については、申請が必要になります。７月中に申請をしてください
※減免申請に来庁されるときは、印鑑、年金など収入を証する書類や医療保険証などが必要です

●仮徴収額（注１）と本徴収額（注２）に大きな差が生じる場合、その差額をできるだけ解消するた
　め、８月の納付額を増減して調整することで、特別徴収額の平準化を行います。これにより、６回
　に分けて特別徴収される額が各回でほぼ均一になります。
※前年度と異なる所得段階になる人は、均一になりません
（注１）仮徴収額・・今年度の年間保険料が決定する前に特別徴収（年金天引き）する金額で、４・
　　　　　　　　　　６・８月は前年度の２月と同額になっています
（注２）本徴収額・・今年度の年間保険料が決定した後に特別徴収（年金天引き）する金額で、10・
　　　　　　　　　　12・２月は年間保険料から仮徴収額を差し引いた残額を振り分けた金額です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■問合先　長寿社会課介護給付係（　　　 ２１５４）

■ 保険料徴収額の『平準化』を行います

 

 

※激変緩和措置とは、税制改正で保険料段階が急激に上昇する人に対
　して、保険料を段階的に上げて、本来の改定保険料にすることです

 

29,400円
本人の前年の合計所得金額＋課税
対象年金収入額が80万円以下の人

保険料段階が急激に上がった人の

48,804円
48,804円
53,508円

58,800円

58,800円

63,504円

68,208円



■問合先
　長寿社会課医療保険係

（☎㉓２１５３）
　佐賀県後期高齢者医療広域連合

（　☎０９５２　８４７６）
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インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里

　６月に平成 19 年中の所得が確定しましたので、その所得をもとに７月に平成

20 年度の後期高齢者医療保険料を決定します。４月から長寿医療制度（後期高齢

者医療制度）に加入した人の保険料の決定通知書および普通徴収で納めていただ

く場合の納付書は、以下の３つに分けて加入者にお送りします。

対　象　者 送付時期 送付されるもの 保険料徴収方法

① ４月から保険料が年金天引きになって
いない人のうち、③を除く加入者全員

７月上旬 通知書・納付書 普通徴収

② ４・６・８月に続き、10 月以降も保
険料が年金天引きになる人

７月下旬 通知書のみ 特別徴収

③ 制度加入直前に事業所などの健康保険
被扶養者だった人（保険料の軽減あり）

10月まで 通知書・納付書
普通徴収または
特別徴収

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す

ご確認いただき、不明な点はお申し出ください

介護保険料と後期高齢者医療保険料の合算額が

年金受給額の２分の１を超えますか？

普通徴収・・・納付書、口座振替
市から送付される納付書または口座振替で納めます（年 8 回）

特別徴収・・・年金天引き
年金支給月に２か月分の保険料を天引きします（年６回）

受給している年金額は

年額 18 万円未満ですか？
は　い

は　い

いいえ

い
い
え

●保険料の支払方法

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
の
一
部
負
担
金
の

負
担
割
合
お
よ
び
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

の
自
己
負
担
限
度
額
は
、
毎
年
８
月
１
日
を
基
準

と
し
て
、
前
年
の
所
得
を
も
と
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
の
一
部
負
担
割
合
は
、
同
一
世
帯
の
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
１
割
ま
た
は
３
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
お
手
持
ち
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
平
成
21
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
人
に
は
、
７

月
末
ま
で
に
変
更
後
の
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
負
担
割
合
の
判
定
基
準

①
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
の
市
民
税
課
税
所
得
が

　
そ
れ
ぞ
れ
145
万
円
未
満
の
世
帯
　
＝
１
割
負
担

②
同
一
世
帯
内
に
市
民
税
課
税
所
得
が
145
万
円
以

　
上
の
被
保
険
者
が
い
る
世
帯
　
　
＝
３
割
負
担

※
３
割
負
担
の
人
の
う
ち
、
収
入
額
が
一
定
の
基

　
準
に
満
た
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
１
割
負

　
担
ま
た
は
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
１
割

　
の
人
と
同
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人

　
に
は
別
途
通
知
し
ま
す

　８月から口座振替を開始します。口座振替にすると毎回納付に行

く手間がかからず、納め忘れもありません。保険料の納付は口座振

替をぜひご利用ください。

※申込方法　納付書に同封した申込書を記入後ご返送いただくか、　

　金融機関に備え付けの依頼書にてお申し込みください。

●口座振替をご利用ください 　制度加入直前に事
業所などの健康保険

被扶養者であったにもかかわらず、７
月に決定通知書が届いた人は、加入し
ていた健康保険などの離脱証明書によ
り保険料が軽減されます。必ず市長寿
社会課へお申し出ください。

ご注意を！

64

※５月以降に 75 歳になった人には、8 月以降に随時通知します

８
月
か
ら
医
療
費
の
自
己
負
担
の

判
定
年
度
が
変
わ
り
ま
す
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　伊万里市出身の詩人・片岡繁男さんが作詞した日本歯科

医師会会歌の直筆原稿などが市民図書館に贈呈されまし

た。これは、歯の衛生週間（６月４日〜10 日）にちなんで

伊万里・有田地区医師会（上田敏雄会長）などが企画したも

ので、この日は片岡さんの長男・英男さんも出席。この直

筆原稿は『片岡繁男・犬塚堯文学館』に展示されています。

↑贈呈式後、片岡英男さん（前列中央）を囲み記念撮影する関係者

　　　市民図書館常設コーナーに展示されます片岡繁男さん直筆の作詞原稿を寄贈

　いまり山岳会（迫田吉雄代表）主催の『くじゅう登山会』

に 88 歳の百武繁次さん（松浦町）が参加し、全長約 10

㌔を往復約６時間かけて自力登頂を果たしました。百武さ

んは最年長参加者で、これまで『くじゅう登山会』に８回

参加。83 歳から休止していましたが、米寿の記念として

一年発起。「まだまだ若いもんには負けん」と語りました。

↓久住山頂登頂後の百武繁次さん(写真中央)といまり山岳会のメンバー

　　　88 歳の百武繁次さんが久重山に自力登頂！まだまだ若いもんには負けん (^^)

　福岡都市圏をターゲットに伊万里の焼物や

食などの魅力を満載した日帰りバスツアー

『ぶらり伊万里めぐり隊』が実現、第１陣と

なる一行 40 人が伊万里を訪れました。昼食

会場の波多津ふれあい広場で行われた歓迎式

では、塚部市長がツアーの参加者全員に記念

品をプレゼント。参加者は、サザエやクルマ

エビなどの新鮮な魚介類のバーベキューに舌

鼓を打った後、大川内山などを『ぶらり』と

めぐり、伊万里の魅力を満喫しました。

　　　福岡都市圏から日帰りツアー『第１陣』伊万里の魅力、満喫できた？

↓新鮮な魚介類（写真円内）のバーベキューに舌鼓を打つツアーの参加者

まちの話題

みんなの広場

6.1

6.8

5.25

塚部市長が参加者に
記念品をプレゼント

地元住民が大漁旗を
あげてお出迎え

ようこそ伊万里へ！
また来てください



　視覚障害者が歩きやすい街づくりめざし、視覚障害者の

会が毎年開催する『第 14 回白い杖で街を歩こう会』があ

りました。この日は、市内の小学生から大人まで約 50 人

が参加。アイマスクをつけて、市役所１階フロアの点字ブ

ロックの歩行や横断歩道の歩行などを行い、参加者は「見

えない怖さがこんなにもあるのか」と体感していました。

↓ペアになって歩行体験する参加者。介助の難しさも体験しました

　　　第 14 回白い杖で街を歩こう会見えない怖さを体感しました

15 2008.7

↑訪れた人は古民家と唐津焼の『共演』を楽しみました

　国登録有形文化財建造物・前田家住宅（立花町）で『古

唐津研究交流会作陶展』が開かれました。これは市内外の

陶芸家 13 人が作陶した唐津焼を前田家住宅に展示したも

ので、５日間の期間中、連日 100 人を超す見物客でにぎ

わいました。訪れた人は、前田家住宅と、美しくテーブル

コーディネートされた唐津焼の『共演』に魅了されました。

　　　前田家住宅で『古唐津研究交流会作陶展』古民家と唐津焼の『共演』に魅了

　東山代町川内野地区で『黒米』をテーマに、今年度第１

回目の『畑の中のレストラン』が開かれました。市内外か

ら参加した 16 人は、伊万里農林高校の生徒と一緒に黒米

の田植えや豆腐づくりを体験。農作業の後は、夢耕房たき

ので、黒米豆腐や黒米いなりなど地元産食材による手料理

を堪能しました。秋には黒米の稲刈りが行われます。

↑黒米の田植えに挑戦する参加者と伊万里農林高校の生徒たち

　　　川内野で平成 20 年度第１回畑の中のレストラン黒米を田植え、秋の収穫が楽しみ

　市内の福祉施設利用者が歌や踊り、陶芸作品などを披露

する『第 8 回ほほえみ広げてふれあいステージ』が市民

センターでありました。今回は過去最多の 19 施設が参加。

ステージでは、たくさんのボランティアに支えられ、出演

者が歌やフラダンスなどを披露したほか、文化ギャラリー

には、陶芸や書などの力作約 500 点が並べられました。

↓楽しく歌う『デイサービスほのぼの』の利用者の皆さん

　　　第 8 回ほほえみ広げてふれあいステージ宇宙に向かって歌った 踊った

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場 このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事

や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

5.25

6.7

6.1

6.15

そら
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山
揺
ら
し　

里
駆
け
抜
け
る　

夕
立
か
な

新
し
き　

風
鈴
の
音　

響
く
な
り

　

こ
こ
磁
器
の
里　

青
螺
の
麓

松
島
町

前
田　

和
茂

村
田　

昭
典

脇
田
町

　
一
輪
車
の
運
動
会
『
第
22
回
一

輪
ピ
ッ
ク
』
が
５
月
24
日
、
波
多

津
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
市
内
小
学
校
や
福
岡
県
春

日
市
な
ど
か
ら
小
学
生
73
人
が
参

加
。
一
輪
車
走
の
ほ
か
、
違
う
学

年
の
子
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
１
本

の
竹
棒
を
リ
レ
ー
す
る
『
棒
リ
レ

ー
』
や
グ
ル
ー
プ
対
抗
の
『
缶
拾

い
走
』、
片
足
こ
ぎ
や
、
ジ
ャ
ン
プ

な
ど
技
術
を
競
う
『
技
能
乗
り
』、

『
高
輪
車
走
』
な
ど
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
、
観
客
席
か
ら
は

↑選手宣誓
本山 喜久司 選手

（作井手クラブＡ）

第
11
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
第
11
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
６
月
１
日
、
国
見
台

陸
上
競
技
場
・
国
見
台
球
技
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
快
晴

の
下
、
76
チ
ー
ム
・
492
人
が
参
加
。

３
パ
ー
ト
に
分
か
れ
、
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
の
結
果
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

● 団体の部

１　位 ２　位 ３　位

Ａパート 大川内体協クラブＡ 立花台Ｂ 白野ＧＧ

Ｂパート 作井手クラブＡ 波多津わかさ会Ａ 川東友好会１

Ｃパート 黒塩会Ａ 浦之崎佐代川 木須団地ＧＧ・Ａ

チームの部　総合優勝 作井手クラブＡ

● 個人の部

１位 2 位 3 位

Ａパート 田中 政臣
（大川内体協クラブＡ）

清水 正美
（南ヶ丘ＧＧ）

平井 俊弘
（立花台Ｂ）

Ｂパート 下平 隆義
（小石原クラブ）

大宅 キクエ
（作井手クラブＡ）

前田 ツイ子
（波多津わかさ会Ａ）

Ｃパート 古賀 健一
（黒塩会Ａ）

田中 義雄
（長浜愛好会Ａ）

樋渡　勝
（木須団地ＧＧ・Ａ）

個人の部　総合優勝 田中 政臣（大川内体協クラブＡ）

ゴ
ル
フ
大
会

盛
大
な
拍
手
が
お
き
ま
し
た
。

　
ま
た
伊
万
里
市
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・

安
心
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
伊
万
里
市
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
23

台
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

みんなで力を合わせゴール
をめざす『棒リレー』

塚部市長に AED を
贈呈する原口正毅
伊万里市社会福祉
協議会会長（右）

燃
え
ろ 

気
合
い
だ
一
輪
ピ
ッ
ク

団体　作井手クラブＡ
　　個人　田中政臣さんが総合優勝！
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片
かたおか

岡 愛
ま な み

実さん

★
お
仕
事
は

　
伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合
に
入

っ
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
仕

事
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
出
会
え
る
こ
と
が
楽
し
い
で

す
♥
今
後
も
笑
顔
を
大
切
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
♬

★
休
日
の
過
ご
し
方
は

　
読
書
や
友
人
と
楽
し
く
ド
ラ
イ

ブ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
行
っ
て

い
ま
す

(^^)

★
特
技
は

　
国
家
資
格
・
鍼
灸
の
免
許
を
持
っ

て
い
ま
す
♪
（
癒
し
系
♥
）

★
将
来
の
夢
は

　
海
外
旅
行
に
一
度
も
行
っ
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
行
っ
て
み
た
い
で
す
♥

★二里町川東

★おとめ座・Ｂ型

　
ぼ
く
は
歌
を
歌
う
♬
こ
と
が
大

好
き
で
、
み
ん
な
の
ア
イ
ド
ル
！？

　
車
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
こ
と
が

好
き
な
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
お

父
さ
ん
の
㈲
伊
万
里
貨
物
の
大
き

な
ト
ラ
ッ
ク
が
一
番
か
っ
こ
い
い

で
す
♥
お
母
さ
ん
大
〜
好
き

(^^)

星
ほし

本
もと

 琳
りん

太
た

郎
ろう

くん

　
こ
れ
か
ら
も
、
や
さ
し
く
面
白

い
、
琳
く
ん
で
い
て
ね
♥
い
つ
も

お
手
伝
い
あ
り
が
と
う
♪
今
年
の

夏
は
海
や
プ
ー
ル
に
行
こ
う
ね
♬

★義弘・しのぶさんの長男

★二里町東八谷搦

(　  )1 歳
11 か月

17

(24 歳)

　
伊
万
里
市
消
防
団
の
入
団
式
が

５
月
26
日
、
伊
万
里
公
民
館
で
あ

り
ま
し
た
。

　
市
民
の
身
体
、
生
命
、
財
産
を

守
る
消
防
団
。
今
年
の
新
入
団
員

は
75
人
で
、
新
入
団
員
を
代
表
し

て
団
本
部
女
性
部
の
山
口
貴
帆
さ

ん
（
東
山
代
町
）
が
「
消
防
の
目

的
と
任
務
を
深
く
自
覚
し
、
職
務

に
あ
た
り
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
河
島
靖
二
前

消
防
団
長
を
は
じ
め
退
職
す
る
消

防
団
員
56
人
に
、
塚
部
市
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
消
防

庁
長
官
に
よ
る
永
年
勤
続
功
労
賞

や
佐
賀
県
知
事
表
彰
な
ど
、
消
防

関
係
功
労
者
表
彰
の
伝
達
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　防火シンボルキャラクターのネー
ミングを募集したところ、75 点の
応募がありました。審査の結果、下
記の名前に決定しました。たくさん
のご応募ありがとうございました。
名前　キュートくん
由来　人を助ける意味の救

きゅう

、かわい
　いという意味の英語（c

キュート

ute）、救急・
　救命・救助の救

きゅう

防火シンボルキャラクター
ネーミング決定！

地域防災を
力強く宣誓

『新』消防団員75人が誕生

　
大
川
内
山
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

（
三
宅
郁
子
会
長
、
会
員
数
32
）
が

『
優
良
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
』
と
し
て

自
治
体
消
防
制
度
60
周
年
記
念
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
多
く
の
窯
元

が
並
ぶ
な
ど
独
自
の
地
域
性
を
持

つ
地
区
で
の
、
地
域
ぐ
る
み
で
の

取
り
組
み
が
た
た
え
ら
れ
、
５
月

29
日
に
消
防
本
部
で
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

松永彰則消防長から表彰の伝
達を受ける大川内山婦人防火
クラブの中野美香さん（左）

大
川
内
山
地
区
が
優
良

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
受
賞

【
写
真
上
】
貞
方
喜
延
消
防
団
長
（
右
）

の
前
で
新
入
団
員
を
代
表
し
て
宣
誓

す
る
山
口
貴
帆
さ
ん

キ
ュ
ー
ト
く
ん
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７月の市民スポーツ

７月の町民スポーツ

６日（日）
●大坪地区子ども会球技大会
　８時開会　大坪小学校
20 日（日）
●二里町民ソフトボール・

ミニバレーボール大会
　８時 30 分開会　二里小学校
●伊万里町子ども会球技大会
　８時 30 分開会　伊万里小学校
●牧島子ども会球技大会
　13 時 30 分開会　牧島小学校
●山代町民ミニバレーボール大会
　８時 30 分開会　山代東小学校
24 日（木）
●山代町子ども会ミニバレーボール大会
　18 時 10 分開会　山代中学校
26 日（土）
●松浦町子ども会連合会ミニバレー・

キックベースボール大会
　８時開会　松浦公民館ほか
●山代町子ども会キックベースボール大会
　８時 30 分開会　山代中学校
●南波多町子ども会球技大会
　8 時 30 分開会　南波多小学校
●大川町子ども会球技大会
　8 時 30 分開会　大川運動広場ほか
27 日（日）
●黒川町子ども会育成会キックベー

スボール・ミニバレーボール大会
　８時 30 分開会　黒川小学校
●二里町子ども会球技大会
　8 時 30 分開会　二里小学校
●波多津町子ども会夏季球技大会
　8 時開会　波多津運動広場ほか
●東山代町子ども会スポーツ大会
　8 時 30 分開会　東山代小学校
８月３日（日）
●大坪地区子ども会いまり川くだり

親子いかだづくり大会
　9 時開会　伊万里川河畔
８月５日（火）〜（毎週火・金曜日）
●牧島女子ナイターバレーボール大会
　19 時 30 分開会　牧島小学校

２日（水）〜
●市長旗争奪ナイターママさんバレー

ボール大会
　19 時開会　国見台体育館
６日（日）
●市民インディアカ・ソフトバレー

ボール大会
　8 時 30 分開会　国見台体育館
13 日（日）〜
●市長旗争奪少年野球大会
　8 時開会　国見台野球場
８月３日（日）
●伊万里ラジオ体操会
　6 時 20 分開会　国見台陸上競技場

　
市
長
旗
争
奪
第
30
回
中
学
生
野

球
大
会
が
６
月
７
日
、
８
日
の
２

日
間
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
７
チ

ー
ム
が
出
場
し
て
国
見
台
野
球
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
８
日
の
決
勝
戦
に
は
東
陵
中
学

校
と
山
代
中
学
校
が
進
出
。
１
対

１
で
迎
え
た
最
終
回
、
延
長
の
ム

ー
ド
が
漂
う
中
、
東
陵
の
４
番
副

島
が
２
死
か
ら
３
塁
打
で
出
塁
。

続
く
５
番
溝
上
の
内
野
ゴ
ロ
が
相

手
の
守
備
の
乱
れ
を
誘
い
、
３
塁

ラ
ン
ナ
ー
が
サ
ヨ
ナ
ラ
の
ホ
ー
ム

を
踏
ん
で
、
東
陵
が
劇
的
な
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

優
　
勝
　
東
陵
中
学
校

準
優
勝
　
山
代
中
学
校

個　人　戦

１年生

の　部

優　勝 平山 隆生（東陵中）

準優勝 川崎　 晋（東陵中）

３　位 中野 陸高（東陵中）

２年生

の　部

優　勝 川原 清志（啓成中）

準優勝 樋口 絢允（伊万里中）

３　位 井手 琢磨（東陵中）

３年生

の　部

優　勝 中嶋 幸徳（青嶺中）

準優勝 樋渡 健市（伊万里中）

３　位 中野 虎哲（伊万里中）

男　　子

団体

優　勝 山代中学校

２　位 国見中学校

３　位
打上中学校

武雄中学校

個人

優　勝 川久保 直人（山代中）

２　位 下川 健太（打上中）

３　位
原 賢志郎（伊万里中）

早稲田 勇輝（山代中）

女　　子

団体

優　勝 打上中学校

２　位 南波多中学校

３　位
国見中学校

山代中学校

個人

優　勝 高野 優李奈（啓成中）

２　位 仲尾　 遥（東陵中）

３　位
前田 二美（山代中）

山内 知佳子（国見中）

団　体　戦

１・２年生

の　　部

優　勝 伊万里中学校

準優勝 啓成中学校 A

３　位 東陵中学校

市少年相撲大会	第 26回中学生大会

市
長
旗
争
奪
第
30
回
中
学
生
野
球
大
会

伊万里市近郊中学卓球大会

東
陵
中
が
劇
的
サ
ヨ
ナ
ラ
で
優
勝

期　日　５月 31 日（土）　　　会　場　国見台相撲場

期日　５月 31 日（土）　参加チーム　男子 14、女子 11

会場　国見台体育館　　 参加選手数　男子 56 人、女子 46 人

劇的なサヨナラ勝ちで優勝を果たし、喜びの東陵ナイン
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松
浦
党
研
究
連
合
会
は
昭
和

53
年
11
月
25
日
に
、
佐
賀
・
長

崎
両
県
史
上
最
大
の
空
白
ペ
ー

ジ
と
さ
れ
た
松
浦
党
を
研
究
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
浦
党
研
究
に
情
熱
を
そ
そ

が
れ
た
、
伊
万
里
市
郷
土
研
究

会
の
故
古
賀
稔
康
氏
を
中
心
に
、

佐
賀
・
長
崎
・
福
岡
３
県
の
研

究
者
が
一
堂
に
会
し
、
伊
万
里

市
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
世
に
、
福
岡
県
の
糸
島
半

島
か
ら
長
崎
県
の
五
島
列
島
ま

で
の
地
域
に
割か

っ
き
ょ拠
し
た
武
士
団

の
集
ま
り
が
松
浦
党
で
す
。
そ

の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
に

は
、
市
町
村
単
位
の
研
究
団
体

に
よ
る
調
査
研
究
で
は
限
界
が

あ
り
、
よ
り
広
域
に
わ
た
る
情

報
交
換
の
場
が
求
め
ら
れ
た
の

で
す
。

　
会
員
数
は
約
600
人
で
、
お
も

な
活
動
は
、
研
究
機
関
誌
『
松

浦
党
研
究
』
を
年
１
回
発
行
し
、

毎
年
１
回
の
総
会
・
研
究
大
会

に
合
わ
せ
て
記
念
講
演
と
研
究

発
表
を
行
う
ほ
か
、
年
１
回
の

現
地
研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
動
は
今
年
で
30
周
年

を
む
か
え
ま
し
た
。
学
術
的
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
だ
け
で
な

く
九
州
西
北
部
地
域
の
一
体
感

の
醸

じ
ょ
う
せ
い

成
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
14
日
に
創
立
30
周
年
記

念
祝
賀
大
会
が
市
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
浦
党
研
究
連
合
会

〜
文
化
財
を
研
究
し
て
郷
土
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
市
民
団
体
②
〜

　
　
　
市
民
と
文
化
財
④

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
　
３
１
８
６
）

◯23

研究機関誌『松浦党研究』は市民
図書館や市歴史民俗資料館で閲覧・
貸し出しができます

　
ち
ょ
う
ど
一
年
前
「
こ
の
夏
、

佐
賀
に
君
色
の
風
が
吹
く
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下も

と

、
若
者
の
は
つ
ら

つ
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
・
全

国
高
校
総
体
が
佐
賀
県
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
伊
万
里
高
校
の
酒
谷
さ
ん
が
弓

道
で
優
勝
さ
れ
る
な
ど
、
地
元
勢

の
活
躍
も
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
が
、
総
体
終
了
後
、
あ

る
新
聞
に
「
こ
ん
な
に
多
く
の
サ

ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
た
大
会
は
今

ま
で
な
か
っ
た
」
と
い
う
伊
万
里

市
民
へ
の
お
礼
の
記
事
が
大
き
く

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
で
伊
万
里
を
訪
れ
た
各
地
の
選

手
た
ち
の
声
で
し
た
。

　
こ
れ
は
『
も
て
な
し
事
業
』
と

し
て
市
民
総
参
加
で
取
り
組
ん
だ

応
援
や
交
流
、
市
内
の
子
供
た
ち

が
贈
っ
た
折
鶴
・
横
断
幕
に
対
し

て
の
こ
と
で
し
た
。「
慣
れ
な
い
土

地
で
戦
う
選
手
た
ち
に
勇
気
と
励

ま
し
を
与
え
て
く
れ
た
」
と
感
動

的
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
伊
万
里
で
は
『
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
』
を
め
ざ
し
て
、
多

目
的
ト
イ
レ
や
視
覚
障
害
者
用
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
な
ど
人
間
尊

重
を
基
本
と
し
た
施
策
が
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
心
の
面
で
も
人
と
人
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し
て

い
ま
す
。
地
域
・
学
校
・
保
護
者

が
取
り
組
ん
で
い
る
朝
の
あ
い
さ

つ
運
動
で
の
子
供
た
ち
の
元
気
な

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
声
が

聞
こ
え
る
と
思
わ
ず
顔
も
ほ
こ
ろ

び
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
市
民
一
丸
と
な
っ

た
日
々
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
高
校
総
体
の
際
に
す
ば

ら
し
い
も
て
な
し
が
で
き
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の『
み

ん
な
の
力
』
で
美
し
い
景
観
と
人

情
味
あ
ふ
れ
る
『
人
に
や
さ
し
い

伊
万
里
、
ま
た
来
た
い
伊
万
里
』

を
創つ

く

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
お
詫
び
・
広
報
伊
万
里
平
成
20
年
６
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
『
万
延
元
年
伊
万
里
津
絵
図
を
歩
く
』
の
記
事
の
中
で
『
搦
龍

　
神
宮
』『
土
井
町
水
神
宮
』
と
あ
る
の
は
『
搦
水
神
宮
』『
土
井
町
龍
神
宮
』
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す

みんなで
考えよう

人権・同和問題
No.176

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で
人
権
・
同

和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

や
さ
し
さ
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
伊
万
里
の
町
へ

　
伊
万
里
市
美
術
展
が
前
期
（
書
・

写
真
、
５
月
21
日
～
25
日
）
と
後

期
（
絵
画
・
工
芸
、
５
月
28
日
～

６
月
１
日
）
に
分
け
て
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
29
回
目
を
迎
え
た
市
美

展
に
は
、
市
民
芸
術
家
194
人
か
ら

総
数
253
点
の
自
信
作
が
出
展
さ
れ

ま
し
た
。

　
来
場
者
は
、
市
民
芸
術
家
の
す

ば
ら
し
い
作
品
の
前
に
足
を
止

め
、
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

『
市
民
芸
術
家
』
194
人
の
力
作
253
点
を
展
示

第
29
回
伊
万
里
市
美
術
展
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お知らせコーナー
チャンネル

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

広告広告 さが社会保険センター唐津（伊万里教室）受講生募集 TEL0955-74-8451
ペン字・筆ペン実用書
楽しい書道・基礎初心者コース
「かな」と実用書
楽しい書道・実用書初心者歓迎

絵手紙教室
楽しいエアロダンスとストレッチ

フラワーアレンジメント

714
715
713
712
784
785
770
147

　 13：30～15：30
　 10：00～12：00
火 10：00～12：00
　 13：00～15：00

　
 13：30～15：30
　 18：00～20：00
 　13：30～15：30
 　10：30～12：00

8/5～11/18

7/31～11/20

15
8/4～11/17

7/30～11/19

講　　座　　名 講座番号 曜日・時間 期　間 講座回数

Jr.フィット＆ダンス伊万里教室

治療体術・自彊術（会場／東円蔵寺公民館）

ハワイアンフラ

健康ホームヨーガ

太極拳入門

初心者コース
150
153
154
162
163
166
170
171

木 16：45～17：45

火
 13：15～14：45

　 15：00～16：30
水 13：30～15：00
木 13：30～15：00
土 19：30～21：00
木 10：00～11：30
金 13：30～15：00

7/31～11/20

7/30～11/19
7/31～11/20
8/2～11/15
7/31～11/20
8/1～11/21

8/5～11/18

15

講　　座　　名 講座番号 曜日・時間 期　間 講座回数

■会場／伊万里市民センター（伊万里市松島町）

木

月

水

チャンネル

　
～
第
１
印
象
の
大
切
さ
と
は
～

●

日
　
時
　
７
月
24
日
（
木
）

　
午
後
２
時
～
４
時

●

講
　
師
　
中
元
寺
ゆ
か
り

　（
西
日
本
エ
リ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

　(

株)

佐
賀
オ
フ
ィ
ス
取
締
役
所
長
）

●

会
　
場
　

　
①
・
②
と
も
に
（
独
）
雇
用
・
能

　
力
開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー

　（
佐
賀
市
兵
庫
町
若
宮
１
０
４

２
番
地
２
・
Ｊ
Ｒ
伊
賀
屋
駅
前
）

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前

　
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

※
定
員
各
30
名
（
申
込
順
）

●

申
込
・
問
合
先

（
独
）
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
佐

賀
セ
ン
タ
ー

（
０
９
５
２
㉖
９
４
９
８
）

●

対
　
象
　
県
内
で
、
平
成
20
年

　
４
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
末
日

　
ま
で
に
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
を
設
置
さ
れ
た
ご
家
庭

●

内
　
容
　
太
陽
電
池
の
容
量

に
応
じ
て
、
１
ｋ
ｗ
あ
た
り

１
万
５
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得

た
額
を
助
成
し
ま
す

●

助
成
額
の
上
限
　
６
万
円

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

●

申
込
期
限
　
平
成
21
年
３
月
31
日

●

問
合
先
　

　
佐
賀
県
地
球
温
暖
化
対
策
課

（
０
９
５
２
㉕
７
４
７
４
）

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
受
給

資
格
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
受
付
開
始
日
　
７
月
15
日
（
火
）

※
７
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し

　
ま
す

●
受
付
場
所

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

●
受
給
資
格
の
確
認

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
ま
た

　
は
２
級
）
の
人

②
療
育
手
帳
（
Ｉ
Ｑ
35
以
下
）
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
療

　
育
手
帳
（
Ｉ
Ｑ
50
以
下
）
の
人

●
持
参
す
る
も
の

受
給
資
格
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
健
康
保

険
証
、
印
鑑
、
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
名
義
の
も
の
で
郵
便

局
を
除
く
）

※
平
成
20
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
人
の
場
合
は
、
平
成

20
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地

で
発
行
さ
れ
た
平
成
19
年
中
の

所
得
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す

●
申
込
・
問
合
先
　

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里
で
は
、

伊
万
里
市
東
駅
ビ
ル
（
Ｊ
Ｒ
伊
万

里
駅
）
１
階
の
『
伊
万
里
市
高
年

齢
者
職
業
相
談
室
』
に
お
い
て
、

高
年
齢
者
に
対
す
る
職
業
相
談
・

職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●

場
　
所
　
伊
万
里
市
東
駅
ビ
ル

　
１
階（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
内
）

●

時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４

　
時
（
土
・
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

　
を
除
く
）

●

問
合
先
　
伊
万
里
市
高
年
齢
者

　
職
業
相
談
室
（
☎
㉒
２
９
２
１
）

　 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里
（
伊
万
里

公
共
職
業
安
定
所
）

（
☎
㉓
２
１
３
１
）

①
『
職
業
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
』

　
～
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
～

●

日
　
時
　
７
月
17
日
（
木
）

　
午
後
２
時
～
４
時

●

講
　
師

　
小
原
健
史
　 

（
和
多
屋
別
荘
代
表

　
取
締
役
）

②
『
自
分
み
が
き
セ
ミ
ナ
ー
』

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な工作などを行います
　日　時　７月９日（水）、16 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　市民図書館ホール
②お誕生会
　7 月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　７月 23 日（水）
　　　　　午前11時〜午前11時45分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　（☎㉓５１９７）

住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
備
の
助
成
制
度

若

者

自

立

支

援

セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

重
度
障
害
者
医
療
費

受
給
資
格
更
新
手
続

ぼ
し
ゅ
う

高
年
齢
者
職
業
相
談
室

さ
　ん

さ
　ん



お知らせコーナー
チャンネル

21 2008.7 ７月１日は『国民安全の日』（昭和 35 年創設）です。私たち一人ひとりが生活のあらゆる面で安全確保に留意しましょう。

広告広告 同じことを100回聞かれても笑顔でお答えします！
パソコン個別教室
さが社会保険センター唐津 主催

都合の良い時間（9時～18時）に、ご自分のペースでゆっくり学べます。
随時入校できます！ 生徒さんの声「何回聞いても本当に笑顔で教えてくれるもんね。」「このテキストわかりやすかね。」

■ゆっくりコース（月4時間）・・・・・・6,000円／月
■マイペースコース(月8時間)・・・11,200円／月
■無制限コース(60歳以上の方)・・16,800円／月

※テキスト代は別途必要です立花町（伊万里市役所そば）
0955-20-1488
午前9時～午後6時半（土日・祝祭日休み）
有限会社 アイランド情報システム

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
15
歳
以
上

の
人
へ
の
『
よ
か
活
動
』
支
援
を

加
え
、
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
・
広
報

紙
や
録
音
テ
ー
プ
な
ど
に
よ
る
生

活
情
報
提
供
、
交
流
な
ど
行
っ
て

い
き
ま
す
。
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
共
に
活
動
し
て
い
く
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●

開
館
日
・
活
動
日
　
毎
月
第
１

　
日
曜
日
　
午
後
１
時
～
４
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
室
」

●

申
込
・
問
合
先
　
お
も
ち
ゃ
図

　
書
館
『
お
と
ぎ
の
く
に
』
よ
か

　
く
ら
ぶ
・
小
松

　（
☎
　
㉔
２
８
９
３
）

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

　
推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

●

期
　
日
（
３
泊
４
日
）

　
８
月
22
日
（
金
）
～
25
日
（
月
）

●

体
験
内
容
　
わ
ん
ぱ
く
ラ
リ
ー
、

　
き
も
だ
め
し
、
カ
ヌ
ー
試
乗
、
キ

　
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

●

キ
ャ
ン
プ
地
　
自
然
の
森
キ
ャ

　
ン
プ
場
（
大
川
町
東
田
代
）

●

定
員
と
参
加
費

▽
小
学
４
年
生
～
６
年
生

　
40
人
、
３
０
０
０
円

▽
高
校
生
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

　
６
人
、
無
料

●

申
込
期
限
　
７
月
18
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す

●

申
込
先
　
各
町
公
民
館

●

問
合
先
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
生

　
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

第３回
　　『畑の中のレストラン
                   ・お泊まり編』

● 開催日（１泊２日）
　８月２日（土）・３日（日）
● 集合場所・時間
　市役所玄関前　午前９時 30 分
● 開催場所　夢耕房たきの

（東山代町川内野）
● 宿　泊　地元農家・夢耕房たきの
● 参加費　2,500 円
● 対象者　小学４年生〜中学生
● 参加人数　20 人
● 申込方法　四季の館、松浦の
　山代東部直売所、Ａコープ伊
　万里店、市役所にある申込用
　紙に必要事項を記入し、備え
　付けの応募箱に入れてくださ
　い。（電話、ＦＡＸでも応募可）
● 申込期限　７月 22 日（火）
● 問合先　農業振興課

（☎ ㉓２５５７）
（　 ㉓２４７４）

『
お
と
ぎ
の
く
に
』

メ

ン

バ

ー

募

集

●

募
集
す
る
も
の
　
書
『
掛
軸
装
、

　
屏
風
装
、
額
装
な
ど
』
で
、
お

　
お
よ
そ
昭
和
20
年
以
前
の
作
品

※
制
作
地
は
主
に
国
内

●

募
集
期
間

　
８
月
１
日（
金
）～
９
月
７
日（
日
）

●

応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
応
募
し
て

　
く
だ
さ
い

●

申
込
書
設
置
場
所

　
各
町
公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料

　
館
、
陶
器
商
家
資
料
館
、
伊
万

　
里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
市
民

　
図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
人

●

出
品
点
数
　
１
人
１
点

●

展
示
品
の
搬
入
と
搬
出
　

▽
搬
入
　
９
月
14
日
・
15
日

▽
搬
出
　
11
月
11
日
・
12
日

※
搬
入
・
搬
出
に
係
る
費
用
は
出

品
者
の
負
担
と
な
り
ま
す

【
第
９
回
市
民
所
蔵
品
展
】

●

期
　
間
　
10
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
～
11
月
９
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●

入
場
料
　
無
　
料

●

会
場
・
応
募
・
問
合
先
　
歴
史

　
民
俗
資
料
館
（
㉒
☎
７
１
０
７
）

　
伊
万
里
湾
環
境
保
全
対
策
協
議

会
（
伊
万
里
市
・
松
浦
市
・
唐
津
市
）

で
は
、
伊
万
里
湾
を
き
れ
い
に
す

る
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
美
し
い

伊
万
里
湾
を
未
来
に
残
せ
る
よ
う

に
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●

実
施
日
時
　
７
月
21
日
（
月
・
祝
）

　
海
の
日
　
午
前
８
時
～

●

実
施
場
所

　
瀬
戸
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、

　
多
々
良
・
波
瀬
・
久
原
の
各
海
岸

※
参
加
す
る
人
は
環
境
課
ま
で
事

伊
万
里
湾
岸
清
掃
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

第
９
回
市
民
所
蔵
品
展

出

品

作

品

募

集

伊万里農林高校　第１回校内販売
期　日　７月 14 日（月）
時　間　正午〜午後0時50分（売り切れ次第終了）
場　所　生物生産科温室前　実習室
販売物　野菜（メロン、トマトなど）・草花（ユリ、
　　　　キンギョソウなど）、食品（味噌、ケー
　　　　キなど）
問合先　伊万里農林高校（☎㉓４１３８）

生徒が一生懸命取り組んだ
　伊農ブランドの『農産物』を

お安く販売します！！

チ
ャ
レ
ン
ジ
『
野
性
へ

の
挑
戦
』
団
員
募
集

FAX

FAX
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チャンネル

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

広告広告

　
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
１
作
品

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

●

問
合
先

▽
伊
万
里
西
松
浦
森
林
組
合

（
☎
㉓
３
３
９
８
）

▽
農
山
漁
村
整
備
課

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

▽
伊
万
里
市
木
工
芸
セ
ン
タ
ー

　
ピ
ノ
キ
オ
の
家
（
☎
㉒
２
８
２
２
）

　
開
館
日
　
土
日
祝
、
春
・
夏
休
み

　
開
館
時
間
　
10
時
～
16
時

※
夏
休
み
期
間
中
は
毎
日
開
館
し

　
ま
す
が
、
火
曜
日
は
指
導
員
が

　
不
在
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
団
体
予
約
が
入
っ
て
い
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電

　
話
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
を
観み

る
会

　
伊
万
里
湾
の
夏
の
風
物
詩
、
カ

ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
し
た
。
伊
万
里
湾
は
『
生
き

て
い
る
化
石
』
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
日

本
最
大
の
生
息
繁
殖
地
で
す
。

　
こ
の
貴
重
な
生
物
の
産
卵
の
観

察
会
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
伊
万

里
高
校
生
物
部
に
よ
る
カ
ブ
ト
ガ

ニ
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

●

日
　
時
　
７
月
20
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～

●

場
　
所
　
木
須
町
多
々
良
海
岸

●

駐
車
場
　
牧
島
公
民
館

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

交通安全指導員からの
メッセージ

立
花
町

　
岩
政 

國
光  

●

応
募
資
格
　
市
内
小
学
校
の
児
童

●

作
品
内
容
　
主
に
木
材
を
使
用
し

　
て
お
り
、
一
人
で
持
ち
運
び
で
き

　
る
大
き
さ
の
も
の

①
テ
ー
マ
部
門
　『
お
も
ち
ゃ
』

②
フ
リ
ー
部
門

※
作
り
方
な
ど
木
工
芸
指
導
員
に

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

●

募
集
期
限
　
８
月
21
日
（
木
）

●

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
を
下
記

　
の
問
合
先
に
用
意
し
て
い
ま
す

●

作
品
展
示
　

　
８
月
22
日
か
ら
28
日
ま
で
市
役
所

　
ロ
ビ
ー
で
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●

表
　
彰
　
部
門
ご
と
に
最
優
秀

　今年４月から伊万里市交通安全指

導員を引き受け、毎朝立哨していま

すが、子どもたちから元気なあいさ

つをうけ、パワーをもらっています。

　現在の車社会から事故をなくすた

めに、これからも子どもたちが安心

して通学できるように私の重責を全

うしていきたいと思っています。

夏の交通安全県民運動

★期　間７月９日（水）〜 18 日（金）

★スローガン

　『守ろう交通ルール

　　　　高めよう交通マナー』

★運動の重点

１ 子どもと高齢者の交通事故防止

２ 飲酒・暴走運転の根絶

３ 自転車の安全利用促進

４ 全ての座席のシートベルトとチャ

　イルドシートの正しい着用の徹底

★交通事故発生状況

　（６月 15 日現在：前年同期比）

　　　　　　　　　　前年同期比

・人身事故　　193 件（− 13 件）

・死　　者　　　　２人（−  ４人）

・傷　　者　　282 人（＋  ４人）

・物損事故　　511 件

海洋少年団員　　  大募集 伊万里海洋少年団では、海洋活動
や奉仕活動など、いっしょに活動
してくれる団員を募集しています。
　資　格　小学１年生以上の男女
　訓　練　月２、３回ほど
　場　所　伊万里ライオンズクラブ
　　　　　ボランティアルーム
　申込・問合先（伊万里発動機内）
　団長 徳永（☎㉓２７８０）

夏
休
み
ピ
ノ
キ
オ
木
工
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

作品
大募集！

（写真）昨年度のテー
マ部門『ピノキオ』最
優秀作品

さ
　ん



お知らせコーナー
チャンネル

23 2008.7 広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　環境課（　 ☎㉓２１４４）

夏の冷房時の室温は28℃を目安に
　外気温度 31℃の時、エアコン（2.2 ｋＷ）の冷房設定温度を
27℃から 28℃にして、１日に 9 時間使用した場合、
　年間で 電気 30.24 ｋＷｈ、二酸化炭素 12.4 ｋ g の削減
◆快適空調のコツ
　ドア・窓の開閉は少なく、レースのカーテンやすだれなどで日差
　しをカット！扇風機を併用。風が体にあたると涼しく感じます。
　室外機は風通しのよい場所に設置しましょう。

　９日・23 日（弁護士）

　３日・８月７日（司法書士）

　17 日（公証人）

　18 日

　１日・15 日

※祝日を除く

法 律 相 談
暮らしのトラブル相談
暮 ら し の 知 恵 相 談
行 政 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･ ４�
第  １   �
第  ３   �
第  ３   �
第１･ ３�
毎週月水金

●社会保険相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎週金曜日 ９時 30 分〜 15 時

●健康相談 会場：市民ロビー

　毎月第１火曜日 13 時 30 分〜 15 時

●身障者相談 会場 : 市民ロビー

　毎月第４月曜日 10 時〜 15 時

※① ･ ② ･ ③は、市民サービス係まで予約してください

　勇気をもって早めの相談を！
　　借金の解決は、借主の収入や資産、家計の状況と借金の額

を考え借主の実情に応じて解決できます。
　　返済が困難となった場合、自分だけでの解決困難です。弁

護士・司法書士へ相談することが解決への一番の近道です。
　◆問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３６）

多重債務（借金）相談

一人で悩まず
ご相談ください

■会 場：市役所１階市民相談コーナー
■時 間：10 時〜 15 時　無料・秘密厳守

市民図書館 ☎㉓４６４６

７ 月 の 市 民 相 談

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

広告広告

期間中、個人の方で新規お預け入れいただいた定期預金に金利をプラスいたします。期間中、個人の方で新規お預け入れいただいた定期預金に金利をプラスいたします。

お取り扱い期間／平成20年6月25日（水）～平成20年8月29日（金）

2（0955）23-3151
お電話くだされば得意先係がお伺いいたします。
お気軽におたずねください。

詳しくはお問合せ下さい

お預け入れ金額 10万円以上1,000万円未満
お預け入れ対象 ご預金の種類個人の方 スーパー定期1年もの(自動継続扱い)

ご契約の方、先着3,000名様に環境にやさしいエコバッグをプレゼント!!

10万円以上ご契約の方 100万円以上ご契約の方
石川遼
オリジナルエコバック Ａ

石川遼
オリジナルエコバック Ｂ

※プレゼントの数量には限りがございますので、お早めにお越しください。

店頭表示
金　　利

プラス

ボーナスは〈いまりしんきん〉へ

４日（金）　19 時開演　会員制

伊万里浪漫大学　第 1 回講座

　演出家　宮本 亜門さん講演会

図書館☆（ほし）まつり

今年のテーマ　『わくわく 13 さい』

５日（土）・６日（日）10 時〜 16 時

　毎年多くの市民グループの参加による多彩

な催しでにぎわいます。ぜひ市民の皆さんも

ご一緒に図館の誕生日をお祝いしてください。

★おはなし０１２ 毎週木曜日11時、11時30分

　場所：のぼりがまのおへや

★おはなし会　毎週土曜日14時30分〜15時

　場所：のぼりがまのおへや

★一般上映会　

　７月 11 日（金）18 時〜 19 時 40 分

　『夜回り先生・水谷修のメッセージ〜いいも

　んだよ、生きるって〜』（90 分）

　７月 20 日（日）14 時 30 分〜 16 時 10 分

　『夜回り先生・水谷修のメッセージ２〜生き

　ていてくれて、ありがとう〜』（90 分）

★７月の休館日　24 日（館内整理日）

　７日、14 日、21 日、28 日

７ 月 の 行 事
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平成 20 年 6 月１日現在
●人口　58,353 人　　（− 27）
　　男　27,852 人　　（− 23）
　　女　30,501 人　　（−   4）
●世帯　21,578 世帯 （＋  33）

（　）は前月比

広報　　　　　 2008-7
■発行日／平成 20 年 7 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／株式会社 三光
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大
連
の
学
生
に
講
義

　
６
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
５
日

間
、
伊
万
里
市
の
友
好
交
流
都
市
・

中
国
大
連
市
に
あ
る
大
連
海
事
大
学

で
、
大
川
内
山
の
陶
芸
家
２
人
が
講

師
を
務
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、市
が
実
施
し
て
い
る
『
大

　
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
吸
収
し
よ

う
と
す
る
大
連
の
学
生
の
熱
心
さ
に
は

驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
文
化
・

経
済
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

て
、『
伊
万
里
』
を
再
び
世
界
へ
P
R

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

連
海
事
大
学
と
の
伊
万
里
文
化
伝
承

協
調
事
業
』
の
一
環
で
、
伊
万
里
焼

の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
両
市
の
交
流
拡

大
を
目
的
に
、
長
春
青
磁
陶
窯
の
小

笠
原
博
さ
ん
と
㈱
川
副
青
山
の
川
副

史
郎
さ
ん
を
派
遣
し
た
も
の
で
す
。

　
２
人
は
、同
大
学
の
一
般
教
養
『
陶

芸
講
座
』
で
、
35
人
の
学
生
を
相
手

に
、
ろ
く
ろ
や
下
絵
な
ど
の
実
演
を

行
っ
た
ほ
か
、
伊
万
里
焼
を
核
と
し

た
伊
万
里
の
歴
史
・
文
化
や
日
本
料

理
と
器
（
焼
物
）
の
関
係
な
ど
、
幅

広
い
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
義
を
受
け
た
学
生
は
「
初
め
て

の
日
本
人
講
師
だ
っ
た
の
で
緊
張
し

た
」「
日
本
文
化
（
茶
道
・
華
道
）

を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
興
味

深
か
っ
た
」「
ぜ
ひ
日
本
に
行
っ
て

み
た
く
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
語

り
ま
し
た
。

　
同
大
学
に
は
、
市
が
経
費
の
一
部

を
助
成
し
た
陶
芸
窯
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
11
月
に
は
、
第
２
次
の
講
師

派
遣
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

小笠原さん（手前左）と川副さん（手前右）によるスライド
を使った講義に聞き入る大連海事大学の学生。「陶磁器の生産
量は日本と中国のどちらが多い？」「日本の窯は電気？ガス？
それとも重油？」など熱心に質問していました

ろくろを使って伊万里 ( 鍋島 )
焼の製造工程を実演する小笠
原さん。熟練の技に学生たち
は興味深く見つめていました

伊万里 ( 鍋島 ) 焼の歴史を紹
介する川副さん。このほか絵
付け指導や日本料理と器（焼
物）の関係の講義も行いました

小笠原 博さん

川副 史郎さん

小笠原博さん

川副史郎さん

伊
万
里
の
歴
史
・
文
化
を

中
国
・
大
連
海
事
大
学
に
派
遣
、
陶
芸
講
座
の
講
師
に

　
力
強
い
経
済
成
長
を
遂
げ
る
中
国
を

初
め
て
訪
問
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
伊
万
里
市
の
活
性

化
・
国
際
化
に
つ
な
げ
、
友
好
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
い
よ
い
よ
夏
の
甲
子
園
地
方
大
会
が
始
ま
り
ま

す
。
選
手
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
想
い
で

こ
の
大
会
に
臨
む
と
思
い
ま
す
。
野
球
の
技
術
は
も

ち
ろ
ん
、
野
球
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、

悩
み
、
心
身
と
も
に
成
長
し
た
選
手
た
ち
。
選
手
一

人
ひ
と
り
の
く
っ
た
く
の
な
い
笑
顔
と
気
持
ち
よ
い

あ
い
さ
つ
は
、
さ
わ
や
か
な
心
地
よ
い
風
の
よ
う
で
、

取
材
に
行
く
た
び
に
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。
大
会
を
目
前
と
し
た
今
、
怪
我
だ
け
は
十
分

に
気
を
つ
け
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
試
合
に

臨
み
、
伊
万
里
旋
風
を
起
こ
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
野
球
の
神
様
が
伊
西
地
区
の
高
校
球
児
た

ち
に
微
笑
む
よ
う
心
か
ら
願
い
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
英
）


